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研究成果の概要（和文）： 
ガンジス河のナローラからカルナバス流域に棲息する15〜18頭のガンジスカワイルカの6ヶ月
におよぶ長期観測を 3 年間にわたり実施し、取得したデータ解析により、ガンジスカワイルカ
の特異な音響特性が解明されてきた。また、日/月/季節/年による環境変動等に対応したイルカ
の特定場所への滞留傾向、子育て、移動等について、科学的データが蓄積、変動する河川環境
に適応して行動を変化させるガンジスカワイルカのエコーロケーション戦略を解明することで、
ガンジスカワイルカの保護活動に益する知見が得られている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
For understanding the Ganges river dolphin's acoustic behavior over a long-time span, 
the annual long-term real-time monitoring for 4-6 months in the dry season using 
6-hydrophone array system has been conducted for 3 seasons in this program.  15-18 Ganges 
river dolphins (adults and calves) that inhabit the 10 km stretch from Karnavas (upstream) 
to Narora (downstream) in Ganges river system were subjected to the study.  In the 
monitoring, based on the dolphin's high frequency echolocation clicks received on each 
hydrophone of the array, the system calculates each dolphin's real-time underwater 3-D 
location around the observation area.  It can as well transmit the real-time 3-D location 
data to the host server by CDMA modem.  Any PC with an appropriate viewer program can 
access the host and monitor the dolphins' real-time movements during the entire monitoring 
period.  Following off-line data analysis of each monitoring phase, the Ganges river 
dolphin’s behavioral strategy for surviving in tough natural conditions has been revealed.  
This helps in the Ganges river dolphins conservation.   
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

２０１０年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２０１１年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

年度    

  年度    

総 計 13,800,000 4,140.000 17,940,000 

 
研究分野： 工学 
科研費の分科・細目：総合工学・船舶海洋工学 
キーワード：淡水棲イルカ類、ガンジスカワイルカ、生物ソーナー、クリック、音響観測  
 
１．研究開始当初の背景 
ガンジスカワイルカは、主にガンジス河に棲

息するカワイルカである。近年の人間活動の
影響を受け絶滅の危機に瀕している。しかし、
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濁った水中に生活するため、その生態はほと
んど知られない。ガンジスカワイルカの水中
行動に関する知見を得て生態を解明、保護と
河川環境保全に益する施策を打ち立てる必
要がある。 
２．研究の目的 
ガンジス河の河川環境のシンボル的存在で
あるガンジスカワイルカの 3次元水中行動を
可視化するための音響観測を長期的に実施、
科学的データを蓄積・解析して、かれらの保
護に益する知見を得る。 
３．研究の方法 
イルカの身体および棲息環境に影響のない
パッシブな音響計測手法により、野生環境下
のガンジスカワイルカを対象に長期観測を
実施、得られたイルカの水中 3次元位置情報
をインターネットを利用してリアルタイム
にサーバーに送り、イルカ情報を世界中で共
有する。 
４．研究成果 
ガンジス河のナローラからカルナバス流域
に棲息する 15〜18 頭のガンジスカワイルカ
の 6ヶ月におよぶ長期観測を 3年間実施した。
取得したデータ解析により、ガンジスカワイ
ルカの特異な音響特性が解明されてきた。ま
た、日/月/季節/年による環境変動等に対応
したイルカの特定場所への滞留傾向、子育て、
移動等について、科学的データが蓄積、変動
する河川環境に適応して行動を変化させる
ガンジスカワイルカのエコーロケーション
戦略が解明されつつある。 
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